
 

小山町定例記者会見 

 
 

人の動き（令和元年 9 月 1 日現在） 
９月 

人 口 18,362 人  （前月比△87 人） 

世帯数  7,490 世帯（前月比△22 世帯） 
 

 

 

 

★会見事項 

１ おやまで暮らそうよ♪ ～宮ノ台宅地分譲の販売開始～ 

２ 富士山須走口登山道 登山者数などの実績 

３ 最高のお米を決定！ ～ごてんば・おやまのお米コンテスト～ 

４ 火の用心と交通安全を呼び掛け ～幼児・防火交通安全パレード～ 

５ 災害に備える ～防災講演会の開催～ 

６ 10 月 14 日“体育の日”に町民体育大会開催 

７ 東京五輪音頭‐2020- ★町民体育大会で披露 

８ 第３回町長杯・議長杯争奪パークゴルフ大会 

９ 準天頂衛星システムによる「安否確認サービス」開始 

10 災害時の緊急放送に関する協定締結 

11 小・中学校トイレ改修が終わりました 

12 クアオルトで交流 ～山形県上山市の木「アララギ」の記念植樹式～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 9 月 27 日（金） 

小山町 企画総務部  

シティプロモーション推進課 

◇次回の定例記者会見は 

10 月 28 日（月）15：30 から 役場本庁３階 301 会議室で行う予定です 



小山町定例記者会見 

令和元年 9 月 2７日 

 

おやまで暮らそうよ♪ ～宮ノ台宅地分譲の販売開始～ 

（小山町おやまで暮らそう課） 

１ 概要 

公有地などを有効活用した宅地造成事業を推進することで、良好な住環境

整備を行ない、町外からの転入者増加と、町外への人口流出を抑制するため、

市街化区域内の落合区宮ノ台に 13 区画の宅地を整備しました。このほど造成

工事が完了したため、販売を開始します。 

 

２ 内容 

１ 名  称  「落合区宮ノ台分譲地」 

２ 概  要  市街化区域（第一種中高層住居専用地域） 

          建ぺい率 60％  容積率  150％ 

          １区画あたりの面積は、概ね 200 ㎡ 

          販売価格は、64,000 円／㎡（近隣販売実参考） 

３ 申込期間   10 月４日（金）～10 月 11 日（金） 

（土・日を除く９時～17 時まで） 

  ４ 販売方法  小山町による公募販売 

          申し込みが重複した区画は次の優先順位により決定します。      

① 令和元年 10 月１日現在、夫婦のどちらかが 45 歳以下の

子育て世帯   

② 県外に居住している世帯  

③ 町外に居住している世帯 

          ④ 町内に居住している世帯 

          ※条件が重なった場合は、居住人数が多い人を優先とし、

それでもさらに重なった場合は抽選とします 

５ 申込方法    おやまで暮らそう課窓口に直接申込み 

          電話（0550-76-6137）メール（kuraso@fuji-oyama.jp） 

 

 

【問い合わせ先】 

おやまで暮らそう課 定住促進班 

電話 0550-76-6137 

資料 １  



小山町定例記者会見 

令和元年 9 月 2７日 

 

富士山須走口登山道 登山者数などの実績 

（小山町商工観光課） 

 

１ 須走口登山者数 

・ 登山者（5.5 合目カウンター等）数は 32,215 人（H30＝36,678 人） 

前年比 12.2 ％の減 （4,463 人の減） 

 

２ 須走口マイカー規制実績数 

 規制実施日は、開山期間中の７月 10 日から９月 10 日までの連続 63 日間 

（平成 30 年度も同様） 

 

（１） 乗換駐車場の利用台数 

・乗換駐車場の総利用台数は 5,198 台（H30＝6,138 台）前年比 15.3 ％の減 

・一日あたり利用台数は 82.5 台（H30＝97.4 台）  

 

（２） シャトルバスの利用者数 

・ 規制期間のシャトルバスの利用者総数は 25,315 人（H30＝28,950 人） 

・ 内訳：登山 12,140 人 下山：13,175 人 

・ 一日あたり利用者数は 401.8 人（H30＝459.5 人）前年比 12.6 ％の減 

 

３ 富士山保全協力金の実績 

  ・16,381 件  16,541,515 円（前年比 692 件 1,031,226 円の増） 

 

※(参考)静岡県側登山口全体 

57,736 件  57,509,512 円（前年比 579 件   956,564 円の増） 

  

 

 

 

【問い合わせ先】 

 商工観課 商工観光班 

電話 0550-76-6114 

資料 ２  



小山町定例記者会見 

令和元年 9 月 27 日 

 

 

最高のお米を決定！ ～ごてんば・おやまお米コンテスト～ 

（小山町農林課） 

１ 概要 

北駿地域は、豊かな自然、冷涼な気候、富士山・丹沢からの清らかな水に

恵まれ、全国でもトップクラスのおいしいお米の産地です。ＪＡ御殿場管内

でお米づくりに取り組む農業者の皆さんの生産技術の一層の向上と、地域の

米のおいしさを広くＰＲしブランド力を高めることを目的に、第２回「ごて

んば・おやまお米コンテスト」を開催します。 

また、2020 年 11 月に本町で開催する「米・食味分析鑑定コンクール：国際

大会」のプレイベントとして、本大会の成功に向けて取り組みます。 

 

２ 内容 

（１）主催 「米・食味分析鑑定コンクール：国際大会」実行委員会 

（２）日時 11 月 10 日（日）10：30～14：00（予定）小山町産業祭と併催 

（３）場所 小山町総合文化会館 ２階集会室 

（４）内容 ＪＡ御殿場で実施しているコシヒカリ品質共励会と一般募集により出品

された米を１次審査（食味計２回、精粒計で検査）、２次審査（上位の米

を味度計で検査）を行い、選抜された上位の米 15 検体を当日実食し、「最

高金賞米」を決定します。 

      また、食味鑑定士協会の鈴木会長による講演会や一般の来場者向けに、

選抜されたお米の試食やお米のプレゼントを行います。 

 

 

  

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】農林課 農業班 電話 0550-76-6121 

資料 ３  



小山町定例記者会見 

令和元年 9 月 27 日 

 

 

火の用心と交通安全を呼び掛け ～幼児防火・交通安全パレード～ 

（小山町くらし安全課） 

１ 概要 

小山町健康福祉会館から小山町役場までの間、町内園児と各関係機関がパ

レードを通じて、住民に火災の予防と交通安全を呼び掛けます。 

 

２ 内容 

 

日  時 10 月 21 日（月） ９:50～ 

 

パレード 小山町健康福祉会館→音渕公民館→スルガ銀行前→小山町役場 

     約 500ｍ 

 

参加団体 ・幼年消防クラブ（保育園児、こども園児 計 116 人） 

       いきど保育園,すがぬま保育園,すばしり保育園,きたごう 

       こども園,菜の花こども園 

     ・幼稚園児（35 人） 

       駿河小山幼稚園,足柄幼稚園,須走幼稚園 

     ・御殿場警察署 

     ・小山町消防団 

    

主  催 御殿場小山幼少年女性防火委員会 

     小山町交通安全対策協議会 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

くらし安全課 くらし安全班 

電話 0550-76-6130 

資料 ４  



 

小山町 令和元年度幼児防火･交通安全パレード実施要領（案） 

 
                                    

１ 目 的   小山町内園児がパレードを通じ、住民に火災の予防と交通安全を呼

びかけるとともに、参加者の防火と交通安全意識の高揚を図る。 

 

２ 日 時   ・令和元年１０月２１日（月）  ※雨天中止 

       ・集合時間 午前 ９時４０分 

・開会式  午前 ９時５０分～ 

・パレード 午前１０時１０分～ 

・閉会式  午前１０時５０分～ 

 

３  開会式 

１）集合場所  小山町健康福祉会館駐車場 

 

２）次  第  ・小山町交通安全対策協議会会長(小山町長)あいさつ 

・御殿場小山幼少年女性防火委員会会長（消防長）あいさつ 

・防火安全宣言 幼年消防クラブ代表「すばしり保育園」 

・ちびっ子消防隊の歌 幼年消防クラブ 

・交通安全宣言 幼稚園代表「須走幼稚園」 

・交通安全☆「森のくまさん」の歌 

・パレード説明 

         ※演奏（ＣＤ）の始まりに合わせてスタート 

 

４ パレード    小山町健康福祉会館→音渕公民館→スルガ銀行前→小山町役場 約500Ｍ 

                                        

５ 閉 会 式   ・小山町交通安全対策協議会副会長 あいさつ 

・御殿場警察署長あいさつ 

                                       

６ 参加団体   ・幼年消防クラブ（保育園、こども園児116人） 

いきど保育園・すがぬま保育園・きたごうこども園・すばしり保育園 

菜の花こども園 

          ・幼稚園児（35人） 

        足柄幼稚園・須走幼稚園・駿河小山幼稚園 

・御殿場警察署 

・小山町消防団 

・御殿場市小山町防火安全協会 

・御殿場小山女性防火クラブ 

・小山町交通指導員会 

・交通安全協会御殿場地区支部 

・御殿場地区安全運転管理協会 

 

                                       

７ 主  催 ・御殿場小山幼少年女性防火委員会 

・小山町交通安全対策協議会 

 

 

 



小山町定例記者会見 

令和元年 9 月 27 日 

 

災害に備える ～防災講演会の開催～ 

（小山町防災課） 

１ 概要 

町は、 自主防災会連合会・消防団と共催して、明治大学 研究・知財戦

略機構 研究推進員の中林一樹
い つ き

さんを講師に迎え、防災講演会を開催します。 

 

２ 内容 

１ 日 時  10 月８日（火） 19:00～（開場 18:30） 

２ 場 所  小山町総合文化会館 菜の花ホール 

３ 演 題 

  「大規模災害から命を守るために －自助が共助を可能とし、公助を有効にする－」 

４ 講 師 

  明治大学 研究・知財戦略機構 研究推進員 中林 一樹さん 

  （首都大学東京・東京都立大学名誉教授・工学博士） 

５ 講師経歴 

(1) 1947 年（昭和 22 年）10 月 22 日生まれ 

(2) 福井県出身 

(3) 主な活動 

  ・災害復興学会（前会長、現特別顧問）等の他、都市計画学・地域安全学会・建築学

会などで東日本大震災復興支援活動に関わる。 

  ・内閣府首都直下地震検討ＷＧの他、東京都火災予防審議会会長などの各種委員とし

て、国や東京都等に提言を行っている。 

  ・内閣官房ナショナルレジリエンス懇談会委員を当初から務め、静岡県、焼津市とと

もに、小山町では、小山町国土強靭化地域計画の策定のみならず同計画の推進状況

について、毎年助言を得ている。 

  ・平成 26 年防災功労者内閣総理大臣表彰、令和元年 6 月には都市計画法・建築基準法

制定 100 周年記念国土交通大臣表彰などを受けている。 

(4) 著書 

   『災害発生時における自治体組織と人のマネジメント』 

   『災害対応ハンドブックなど著書多数』 

 

【問い合わせ先】防災課 電話 0550-76-5715 

資料 ５  



小山町定例記者会見 

令和元年 9 月 27 日 

 

10 月 14 日“体育の日”に 町民体育大会開催 

（小山町生涯学習課） 

１ 概要 

町内５地区対抗の体育大会で、８回目を迎えます。町民が一体となった地区

対抗のスポーツイベントを開催することで、町民の健康増進を図り、町の活性

化を推進します。開会式では、金太郎賞（スポーツ少年団優良団員表彰）贈呈

式を実施。また、開会式では、東京五輪音頭を参加者全員で踊ります。 

 

２ 内容 

① 開催日  10 月 14 日（月・祝） ※ 雨天中止 

② 会 場  生涯学習センター 多目的広場 

 

【プログラム】 

No. 種   目 開始時間     備   考 

 開会式 8：30 金太郎賞贈呈式 

東京五輪音頭（参加者全員で）

1 幼稚園・保育園・こども園遊戯 9：00  

2 玉入れ 9：15 地区対抗種目 

3 ミニボウリングリレー 9：30 ｼﾆｱｸﾗﾌﾞ種目 地区対抗種目 

4 親睦リレー 9：45 スポーツ少年団・一般職域 

5 軽スポーツタイム 10：00 自由参加 

6 障害物リレー 10：15 地区対抗種目 

7 みんなでジャンプ 10：30 地区対抗種目 

8 パン食い競争 10：45 自由参加 

9 綱引き 11：00 地区対抗種目 

10 キックバイクレース 11：15 ※未就学児対象（年少児～年長児）

11 アトラクション 11：30 小山高ダンス部 

12 年齢別リレー 11：45 地区対抗種目 

 閉会式 12：00  

  

【問い合わせ先】町民体育大会実行委員会 事務局 

NPO 法人小山町体育協会 電話 0550-76-7511  生涯学習課 電話 0550-76-5722 

資料 ６





町民体育大会 プログラム
令和元年度

◎は地区対抗種目 ※年少児～年長児

チームカラー 成美=青　明倫=水　足柄=赤　北郷=緑　須走=黄
得点　1位 100点・2位 70点・3位 50点・4位 30点・5位 10点

申込締切日　１０月３１日（木）
１　選手団入場
２　開会宣言
３　国旗・町旗掲揚
４　金太郎賞贈呈式
5　町スポーツ祭優勝旗授与 
6　優勝旗返還
7　大会会長挨拶
8　大会実行委員長挨拶
9　来賓挨拶
10　選手宣誓
11　競技上の注意
12　準備体操

No. 開  始
時  間種　　　目 備　　　考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12

開会式
幼稚園・保育園・こども園遊戯
◎玉入れ
◎ミニボウリングリレー
親睦リレー
軽スポーツタイム
◎障害物リレー
◎みんなでジャンプ
パン食い競争
◎綱引き
キックバイクレース
アトラクション
◎年齢別リレー
閉会式

8：30
9：00
9：15
9：30
9：45
10：00
10：15
10：30
10：45
11：00
11：15
11：30
11：45
12：00

シニアクラブ種目

スポーツ少年団・一般職域

自由参加

自由参加

※未就学児対象

小山高ダンス部

町民体育大会 プログラム町民体育大会 プログラム

開会式 富士マラソンフェスタ2019
参 加 者 募 集 中

閉会式
１　選手団整列

2　成績発表

3　表彰

4　講評

5　国旗・町旗降納

6　閉会宣言

7　選手退場

と　き 　令和元年12月22日（日）
ところ　富士スピードウェイ
種　目　
・ハーフマラソン
・サーキット２周（8.8 ㎞）
・サーキット１周（4.4 ㎞）
・３㎞（小学生・中学生・親子ペア）
・団体戦（１チーム４名でエントリー
　　　　　　　部門は大会要項記載）



小山町定例記者会見 

令和元年 9 月 27 日 

 

東京五輪音頭 -2020- ★ 町民体育大会で披露 

（小山町オリンピック・パラリンピック推進局） 

１ 概 要 

東京 2020 大会自転車競技ロードの開催地である小山町として、町民がオ

リンピック・パラリンピックへの関わりを感じ、本大会に向けて興味と感

心を持ってもらうため、町民体育大会の参加者と共に東京五輪音頭を踊り、

町内のさらなる機運醸成につなげていくことを目的とします。 

 

２ 内 容 

（１）日 時 10 月 14 日（月） ８:30～９:00 

（２）会 場 生涯学習センター 多目的広場 

（３）詳 細 町民体育大会開会式で参加者と共に「東京五輪音頭 -2020-」を 

踊り、大会開催への機運を高める。 

（４）参加者 民踊愛好会、連合婦人会、役場職員有志、町民体育大会参加者 

 

３ 練習会の開催 

（１）日 時  ９月 27 日（金）、10 月９日（水）の２日間 

いずれも 19:00～20:00 

（２）会 場 総合文化会館 菜の花ホール 

（３）参加者 民踊愛好会、連合婦人会、役場職員有志、町民体育大会参加者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

オリンピック・パラリンピック推進局 

電話 0550-70-3355 

資料 ７  



小山町定例記者会見 

令和元年 9 月 27 日 

 

第３回町長杯・議長杯争奪パークゴルフ大会 

（小山町生涯学習課） 

１ 概要 

パークゴルフを通じ、交流と親睦を深めるとともに、パークゴルフ人口の

増加と健康増進・社会参加の推進を図ります。 

 

２ 内容 

①  開 催 日  11 月 18 日（月） 

  予 備 日  11 月 19 日（火） 

 

②  会  場  小山町パークゴルフ場（吉久保 221） 

 

③  部  門  町長杯：男性部門 

          議長杯：女性部門 

 

④  対  象  町内在住・在勤の人、町外在住の人 

 

⑤ 募集人数  100 人 申込み先着順（定員になり次第締切） 

        ・町内在住・在勤の人：10 月１日（火）～11 月１日（金） 

        ・町外在住の人：10 月 22 日（火）～11 月１日（金） 

 

⑥ 参 加 費  1 人 500 円（当日払い、回数券・無料券は使用不可） 

 

⑦ そ の 他  ・36 ホールストロークプレイとし、ハンディなし。３～４人の 1 組 

         のラウンドとなるが、個人スコアでの競技とし、同点の場合は 

         年齢が上の方を上位とします 

・コース周回後はニアピン大会を行う 

・表彰は各部門の１位から３位、飛び賞、ホールインワン賞、ニア 

ピン賞を用意 

【問い合わせ先】 

生涯学習課 

電話 0550-76-5722 

資料 ８ 



小山町定例記者会見 

令和元年 9 月 27 日 

 

準天頂衛星システムによる「安否確認サービス」開始 

（小山町防災課） 

１ 概要 

町は、準天頂衛星（みちびき）による避難者の安否情報を収集する「安否

確認サービス」の試行的運用を開始します。  

 

２ 内容 

内閣府は昨年度、準天頂衛星（みちびき）の持つ防災機能の１つである、安否確

認サービス」を利用するための通信端末貸出の公募を行い、その結果静岡県の他６

県に試行的導入を決定しました。 

 

 町では、県を通じて内閣府の公募に申し込み、９月 13 日（金）に通信端末機器２

セットを借り受けて試験的運用を開始します。県内では、県１セットの他、８市町

で合計 19 セットを借り受けています。 

  

この安否確認サービスは、避難者のスマートホンから氏名等を簡単に入力するこ

とができ、内閣府の管制局を通じてインターネットや専用の回線を通じて、町の災

害対策本部と避難者情報を共有することができます。併せて、避難所からの要請や

災害対策本部からの情報など避難所と災害対策本部間で情報の共有ができます。 

また、避難者の情報は、本人が公表に同意すればスマートホンから避難者の安否

を確認することができます。 

電源は、停電時にも対応ができるように、車のシガーソケットからの電源で使用

でき、電話の不通や無線通信の輻輳など、通信が途絶することが予想される大規模

災害時に、有効に活用できるものと考えています。 

 町では、今後訓練を通じて職員の機材操作や住民への周知を図っていきます。 

 

 

 

【問い合わせ先】 

防災課 

電話 0550-76-5715 

資料 ９  



準天頂衛星システム（みちびき）準天頂衛星システム（みちびき）
日本の天頂付近(準天頂)を通る軌道を持つ
人工衛星３機と静止衛星１機を組み合わせ
て、常に１機以上の衛星を日本の上空に配
置することができる日本独自の測位(位置
を測定する)衛星システムです。
防災・減災の通信にも利用できます。

2018年度 4機体制で本格運⽤開始

「衛星安否確認サービス」
避難者の情報を集めて知らせます
災害時、どこの避難所にいるか、ケガはしていない
か、どんなことに困っているか、などの情報を集め、
「みちびき」を通じて防災機関に伝えます。

準天頂衛星

管制局

① ＧＰＳの補完 ② ＧＰＳの補強 ③ メッセージ通信

◎利用可能な衛星数増加に
よる測位精度の向上

（上空視界の限られた都市部や山間部
での精度改善が図られる）

◎衛星測位の精度向上

（電子基準点を活用したcm級の測位
精度を実現）

◎災害・危機管理（災危）通報
◎衛星安否確認サービス

災危通報
（防災情報）

衛星安否確認

GEO

■ 準天頂衛星の地上軌跡

常に1つの衛星が日本のほぼ真上
に存在するようなに富んでいます。



避難所情報収集
システム

指定避難所

（管理端末）(Q-ANPI
通信端末)個⼈安否情報の源泉情報

→個⼈ID(電話番号)※
→安否情報(ケガ、ケアの有無など）

準天頂衛星

管制局
【内閣府】

・メッセージ送達確認
・⽀援情報

準天頂衛星システム

①避難所開設情報
②個⼈安否情報
→ 個⼈ID(電話番号)、安否情報
③避難所状況
→ 避難者⼈数、避難物資要求など

※避難者の個別認識は電話番号で行われます

①避難所開設情報
②個⼈安否情報
③避難所状況

インターネットインターネット インターネットや
LGWANなど
インターネットや
LGWANなど

避難所情報収集

【関係府省庁、地⽅⾃治体など】

防災機関

個⼈の安否情報
の確認

避難者の同意のもと、ホーム
ページで電話番号検索すること
で、避難先や安否情報を⼊⼿

近親者など

避難者は携帯端末で、
安否情報を登録

①〜③避難所情報

（携帯端末）【避難者】

【避難所管理者】

安否情
報・避難

所情報

安否情
報・避難

所情報
アプリ・WiFi等

衛星安否確認サービスの概要
このサービスは準天頂衛星3号機（静止軌道）を使ったサービスです (2GHz帯を使用)
避難所に設置した端末を使って、避難所開設情報、避難所収容状況、個人安否情報等を衛星経由で
管制局に収集します。（端末は持ち運びして使用することもできます）
防災機関などはWebやLGWANを使って収集された情報を確認することにより避難所の状況把握が可
能となります。



安否確認サービスのＷｅｂサイト表示イメージ
Webでは、端末が設置された避難所に何人避難しているかを確認することが可能です。
あらかじめ登録された自治体の方々はIDとパスワードを入力することで、避難者の方々の詳細情報
（怪我、要介護者、乳児、妊婦等の情報）を確認することが可能です。
個人の方々は確認したい方の電話番号を入力することで、どの避難所に入所しているかを確認する
ことが可能となります。



安否確認サービスの実証実験例
実証実験の概要（和歌山県広川町）

【実証実験場所】
広八幡神社
(和歌山県）

【避難訓練】
JR西日本による緊急

停止車両から安全に
乗客を降車・誘導す
る津波避難訓練

【安否端末入力】
避難者がスマホやタ
ブレットを使って情報
入力操作を体験

【結果確認】
入力されたデータが準
天頂衛星により中継さ
れて、管制局サーバに
より収集。
収集されたデータが
Webにより参照できる

ことを確認。

高知県芸西村の様子

避難してきた方による
情報入力体験と収集
データの確認を実施

安否確認サービス用端末の貸し出し
今年度、５都道府県において安否確認サービスの試行的導入をしていただくことを計画し
ています。
このため、本サービス用の端末の無償リースを予定しており、今後公募を行いリース先の都
道府県を決定することにしています。
無償リースをする端末数は1都道府県あたり20台を想定しています。
リース期間は5年程度を想定しており、自治体の方々にはリース端末を避難所へ実際に配
置し、防災訓練や災害発生時に活用することにより、本格導入の検討に役立てていただ
きたいと考えています。



小山町定例記者会見 

令和元年 9 月 27 日 

 

災害時の緊急放送に関する協定締結  

（小山町防災課） 

１ 概要 

町は、町民の安全を図るため、町内の企業などと、災害が発生またはその

発生の恐れがある場合に、避難所施設の提供や物資の供給などの協定を締結

しています。この度、株式会社エフエム御殿場と協議が整い、災害時におけ

る緊急放送に関する協定を締結します。 

 

２ 内容 

協定の内容は、災害が発生又はその恐れがある場合に、町の要請により株

式会社エフエム御殿場から町が発令する避難情報等を放送するものです。 

町民や観光客への避難情報などは、多様な手段で情報を発信することが必

要なことから、今回の協定締結は大変有効です。 

 

 

１ 時 期 

10 月３日（木） 15:00～ 

 

２ 場 所 

  役場３階 ３０２会議室 

 

３ 出席者（予定） 

 (1) 株式会社エフエム御殿場（御殿場市川島田 532 番地の１） 

    代表取締役社長 浅野 晋作（あさの しんさく）さん 

    代表取締役専務 関谷 葉子（せきや ようこ）さん 

    他１名（確認中） 

(2) 小山町 

    町長、危機管理監 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

防災課 

電話 0550-76-5715 

資料 10  



小山町定例記者会見 

令和元年 9 月 27 日 

 

小・中学校トイレ改修工事が終わりました 

（小山町教育委員会こども育成課） 

１ 概要 

町内小・中学校のトイレについて改修工事が完了しました。和便器を洋便器

化とし、すでに洋便器がある箇所は、ウォシュレット機能（便座交換）を取り

付け、小便器は自動洗浄付き小便器などに取り換えました。 

 

２ 内容 

平成 25 年度 

 成美小      2,467,500 円 

 須走中屋外トイレ 8,478,000 円 

平成 26 年度 

 明倫小、足柄小、北郷小 18,010,080 円 

平成 27 年度 

 足柄小体育館用屋外トイレ 3,186,000 円 

平成 28 年度 

 北郷小プール兼用外トイレ 4,102,920 円 

平成 29 年度 

 北郷小  7,020,000 円 

 須走小 24,009,480 円 

平成 30 年度 

 成美小学校  30,392,280 円  洋便器 20 台  小便器 15 台 便座交換５台 

明倫小学校  13,307,760 円   洋便器 10 台  小便器 ７台 便座交換２台 

足柄小学校   7,992,000 円  洋便器 10 台  小便器 ５台  

北郷小学校  19,128,960 円  洋便器 17 台  小便器 13 台 便座交換２台 

小山中学校   3,635,280 円  便座交換 67 台 

北郷中学校    19,175,400 円  洋便器 19 台  便座交換２台 

 

※主な財源 県市町村振興協会交付金 平成 30 年度は教育振興基金  

                     

【問い合わせ先】小山町教育委員会 こども育成課 電話 0550-76-6122 

資料 11  



小山町定例記者会見 

令和元年 9 月 27 日 

 

クアオルトで交流 

～山形県上山市の木「アララギ」の記念植樹式～ 

（小山町健康増進課） 

１ 概要 

 町は、お達者度向上の取り組みとして導入した、クアオルト健康ウオー

キングの先進地である山形県上山市と交流しています。 

平成 29 年６月に「災害時における相互応援に関する協定」を締結し、交

流の促進を願い、平成 30 年 11 月に町の木「ふじざくら」を上山市に贈呈

しました。この度、上山市の木「アララギ」２本の寄贈があり、記念植樹

式を行います。 

 

 

２ 内容 

 と き  10 月４日（金） 14:30～ 

 

 ところ  須走地区コミュニティセンター 

 

 出席者  上山市：市長、市議会議長 他２人 

      小山町：町長、町議会正副議長 他 

 

 その他  「アララギ」は、いちい科の樹木の別名。山形県にゆかりの歌

人「齋藤茂吉」ら歌人が集まって創刊した機関誌「アララギ」

は、この樹木に由来します。 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

健康増進課 健康づくり班 

電話 0550-76-6668 

資料 12  
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